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３つの視点 ９つのポイント 

協働による 
まちづくり 
のイメージ 

「共有価値の創造」 

「主体性」＝住民・現場主導 

メンバーの「共有・共感」 

「一緒に創る」＝「協働」 

協働の 

「3大要素」 

テーマ毎の「やるべきこと」 

協働先の「強み」 

強み と やるべきこと をつなぐ「触媒的人材」 

協働に 

必要な 

「3本の矢」 

定期的な「場」 

議論の「見える化」 

「地域運営」=議論の事業化 

まちづくりスタンダード 
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３つの視点 ９つのポイント 大淀東地域活動協議会 

協働による事業展開
のイメージ 

「共有価値の創造」 

主体性 
新しい人の巻き込み 地域を愛する人を見つける・育
てる 誰でも最初は新米さん  

共有・共感 
イベントを通じてのコミュニケーション、おしゃべり
しながら、たのしみながら「中三会館を復活させた
い！」という思い 

一緒に創る 
高齢者施設 新梅田シティ 敬老（高齢者×幼稚園
児）大淀中学の合唱 ボランティア登録団体 

協働の 
｢3大要素｣ 

やるべきこと 
環境 防災 健康 見守り 同じ場所の集まって顔を
合わせること  

強み 
学校が多かった パチンコ店なし 人口増加 日本ペ
イントハッピーウォールプロジェクトなど企業のプロ
ジェクト 

触媒的地域人材 男性会長をサポートする女性部会メンバー 

協働に 
必要な 

｢3本の矢｣ 

場 
それぞれのイベント 集いの場所＝情報共有できる場 
中三会館（区民ホール・包括支援センターの代わり） 

見える化 商工会館設立の頃の写真  

地域運営 

春わくわくフェア 夏祭り 夏休みラジオ体操 盆踊
り 校庭キャンプ 敬老のつどい 区民カーニバル 
大淀東文化交流会 ふれあい餅 成人式 高齢者食事
サービス サロン ふれあい喫茶 頭も体もちょっと
動かし元気になろう教室 
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３つの視点 ９つのポイント 中津地域活動協議会 

協働による事業展開
のイメージ 

「共有価値の創造」 

主体性 すぐに訪問してコンタクトを取る 

共有・共感 地域と一緒に何かやりたい！ 

一緒に創る 

平成医療 日本華楽団 中津保育園・相愛幼稚園 
NPO法人社会空間デザイン研究所 ECCアーティスト
美容専門学校特殊メイクアーティストコース 
TAIKOｰLAB 陳静カンフーOSAKAなどがイベント
コンテンツ提供 

協働の 
｢3大要素｣ 

やるべきこと 企業・NPO・など大学との協力・連携 

強み 
行事のポスター作成 出前寄席 高座づくり さまざ
まなイベントコンテンツ 

触媒的地域人材 区役所・社会福祉協議会・まちづくりセンター  

協働に 
必要な 

｢3本の矢｣ 

場 
まちづくり意見交換会・異次元交流ライブ まち基地 
小地域福祉活動計画 

見える化 ポスター 中津地域活動新聞 

地域運営 

いつでもだれでも気軽に集える新たな場をつくろう・ 
幅広い年齢層が楽しめるイベントを開催しよう 意見
交換会・異次元交流ライブを通じて２つのプロジェク
ト始動。 
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３つの視点 ９つのポイント 一般社団法人コアプラス 

協働による事業展開
のイメージ 

「共有価値の創造」 

主体性 
住民の若者には基本的に地域に関わることに必然性やメリット
は「ない」→若者は地縁ではなくテーマで動く キーパーソン
との関係性構築とともに一方で独自のポジションも確保  

共有・共感 

風と土が手を取り合うまちづくりへ＝風土づくり 
地元への思い ギャップを埋めるためのコミュニケーション 
違いを越えて関わる 互いに歩みよる WIN-WINのポイント
を探る 

一緒に創る 教育関連 お母さんネットワーク 

協働の 
｢3大要素｣ 

やるべきこと 

教育をテーマに、教育に関わる人との関わり合い 
セーフティネットとしての地域コミュニティの必要性 
地域コミュニティはこのまま放っておけばどんどん厳しくなる  
その中で求められていること 

強み 
コアプラスが持っている資源を活用 無理のない範囲で 
夜間学校（授業と部活）で若者発掘 先生も地域の人の中から
発掘  

触媒的地域人材 
「風の人」（「若者」「よそ者」「ばか者」） 
地域が求めている人材に対しシェアハウス住民を紹介 

協働に 
必要な 

｢3本の矢｣ 

場 co-arc「事務所」「シェアハウス」「レンタルスペース」 

見える化 「場」における展開・活動そのもの 

地域運営 
地域活動は日常性の高い取組みで手がかかる・一過性ではない 
それを踏まえた上で運営に関わる  
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 本資料に関するお問い合わせは… 

 

     りそな総合研究所リーナルビジネス部                  
りそな銀行営業サポート統括部（大阪）・コーポレートビジネス部（大阪）
りそなホールディングスグループ戦略部 

 藤原  明                                

 ０６－６２６８－１９７２ 

 a-fujiwara@rri.co.jp 

    akira.fujiwara@resonabank.co.jp 

 

     まで。 

 

 ※当資料の無断複写・複製・転記はご遠慮下さい。 

 


